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　　　　　　　　　はじめに
　伴奏者というものに，ひとはあまり関心を払わない。
遠慮がちで，独奏（唱）者の言うがままに従う者、独゜
奏ピアニストの過剰競争に敗れ，しぶしぶ選んだ道だ
と思われがちである。「上手に弾いて当たり前，下手に
弾けばぶち壊し」と，演奏会の出来栄えについて生殺
与奪の権を握る存在であるのに，ひとの目を引く事は
少ない。
　「どんな作曲家でも，第二の思いつきで伴奏を作る
ことはできない。伴奏というものは音楽全体の構造の
基礎をなすものだからである。どんな音楽でも伴奏の
作曲や演奏が貧弱では台無しであるts1｝。」と故ジェラ
ルド・ムーア氏tS2）も述べている様に，伴奏者と相手と
の関係は五分五分の筈なのだ。しかし，不当な注目を
浴びたいと言っている訳ではなく，伴奏部分にも耳を
向ける事で，作曲家のメッセージをより深く聴き取る
事が可能になる事は明白だ。
　良い伴奏者の持つべき特質に皮肉をこめて言われて
いるもので，独奏（唱）者の気まぐれ，我儘にいつで
も対処できる「機転の才」がある。ここで言われる皮
肉とは本番前までの事であろう。頭から服従し，伴奏
側の主張無しでの音楽作りは楽しい仕事ではない。し
かし一度ステージに上がれば，この「機転を利かす」
能力はフル回転させねばならない。伴奏者は油断なく
譜面と相手の精神状態に気を配り，待機の姿勢をくず
せないE3）。こういった意味で「機転の才」はいくらあっ
ても足りない能力の一つである。十分なリハーサルと
本番での機転がものを言った時，互いの感動の交わり，
練習の時には起こらなかった特別な興奮，特別な平静
を得，完全な共同者の関係が成り立つ。今回，ボルヌ
作曲「フルートとピアノの為のカルメソ幻想曲」を取
り上げたのは，この「機転の才」を本番前に発揮すぺ
く，単なるフルート独奏曲としてだけでなく，そこに
原曲のイメージをいかに盛り込むかを考察してみよう
と思うからだ。本論に進む前に，次の一文を付け加え
る。
「作曲に際して，単なる旋律以外に伴奏を必要とする
のは，詩想と楽想との融合した芸術境を彷彿せしめん
が為である。」一山田耕搾百言集「e4｝より
注1）　ジュエルド。ムーア「伴奏者の発言」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　音楽之友社
注2）1899～1987伴奏ピアニストの地位を確固たる
　　ものとし，伴奏者として最初のリサイタルを行っ
　　た。あらゆる共演者に対応できる感情移入の幅の
　　広さ，どんな場合でも新鮮で活発な演奏を生み出
　　す資質を具えていた。
注3）　1に同じ
注4）大正15年～昭和初期にかけて発表された「童謡
　　百曲集」につけて書かれたもの
　　　　　　　　　本　　　論
　これまで十数年の伴奏者としての経験の中で圧倒的
に多い歌い手との共演の次に多いのがフルーティスト
との共演である。他の管楽器に比べ，音ボ大き過ぎる
事もなければ，リード作りに忙殺される事もなく，高
い技術を必要とする割に手軽に始められると思われて
いるせいか，新潟県のフルート入口は非常に多い。（県
の音楽コソクールを見ても，管楽器部門はフルートの
み課題曲が課せられている程である。）となれば，フ
ルートの，あるいはフルー一　“の必要な演奏会が多く求
められるのは当然の事と思われる。そうした中で比較
的多く取り上げられるのが，ボルヌ作曲「カルメソ幻
生活科学科生活福祉専攻
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想曲」であり，自分自身この曲を何人かのフルーティ
ストと共演し教えられて，ささやかな考えを持つ事が
できるようになった。殺人的なテクニックを要する為
か，フルーティストは伴奏者に好きにやってくれとば
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　りかりにあまり注文をつけない。フルートとピアノの為
の曲ではあるが，元はビゼーのナベラ。版によっては
多少の違いもあり，独善的になる事も顧みず，検証し
てみたい。
　　o作曲者　F．ボルヌ（1862～1929）
　　音楽辞典，人名辞典等，aユーグローブにさえこの
名は載っていない。手許にある3種類のレコード解説
にも，フランス生とペルギー生の2種ある。どうやら，
このカルメソ幻想曲のみでその名をとどめているらし
い。フルーティストで作曲家，音楽評論家でもあった
察は共通している。
　　ピti－一の《カルメソ》から，さわりの個所を集めた
フルート独奏用のポプーリ（混成曲）。
　　　一ソソグス・フォー・アニー，ゴールウェイー
　ビゼーの歌劇「カルメン」の「ババネラ」や「ジプ
シーの歌」など，魅惑的な旋律を流用して，編曲，構
成されたもの。フルートのヴィルトゥオーゾ的な活躍
が聴き手を魅了。
　　　一ウィリアム・ベネット・アソコールピースー
　いわゆるヴァリエーショソカ駅山書かれたフルート
の黄金時代の作曲である。これは，恐るぺき難曲とさ
れていた曲で，その後，カタログからは姿を消したの
で一時絶版になったものと思われる。現在のベーム式
フルーFでも難しい曲だが，この曲の作られた頃は，．
いわゆるアルバート式のフルートでこれを吹いたのだ
から，ボルヌという人は余程のテクニシャソであった
のだろう。
一一}ルセル。モイーズ・ヴィルトゥナーゾ・シリーズ
5一
　以上，3種類の曲穏ノートを引用してみたが，伴奏
部に言及するものは勿論ない。が，三つ昌のモイー
ズt「5⊃のLP復刻盤は興味深い。ポルヌの名がどこの辞
典にも載っていない事も頷けるし，この作品を独自の
ものとしている要素も見えてくる。そして何より，モ
イーズの見事な演奏で復活した曲なのである。
　作曲家が音楽を生み出す動機は多種あろうが，やは
り名人芸を持った演奏家が禦作意欲をかきたてる例は
多い。ボルヌも恐らく，ヴブイオリンにおけるサラサー
テの様に，自分で演奏する為に書いたのだろう。楽器
の特質を知りつくし，いや，当時の楽器の性能を遥か
に越える様な内容を造り出し，そして吹きこなしたの
ではないか。その事が，楽器の改良の遠因になってい
るのではと想像する。
　楽器のメカ昌ヅクに関しては門外漢であるのでこれ
に関して論を進めるつもりはない。兎も角，フルート
の持てる限bのテクニックを駆使し，原曲が最も親し
まれているオペラの旋律で構成されているということ
でプログラムに載り易いのである。伴奏者はこの華麗
な名人芸を更に引き立たせ，且つ，カルメソの舞台を
少しでも思い描ける様配慮しなければならない。
注5）1889～1984大モイーズと呼ばれ，フルートの
　　神様と崇められる。数多くの録音を残し，彼の為
　　に作曲された作品も多い。又，教育者としても高
　　名で，優秀な演奏家を育てると共に，教則本も多
　　数書いている。
o構成
小節番号 引用部分 調　性 原曲の調性 サラサーテﾆの比較
1－16前奏（運命のモ
eィーフ）
ホ短調 へ短調
17｛－25カルメン殺喜直前
ﾌホセの一節
ホ短調 変ロ長調
26～40（つなぎ） ホ短調
41～70運命のテーマ ハ短調 各幕、前後の
ｲ性で変わっ
ﾄくるが冒頭
ﾍ二短調
71－121ミカエラ、ホセ
ﾌ二重唱より
ホ短調 ト短調
122～135村の青年達の歌 ト短調 へ短調
136～250ハバネラ ト短調 二短調 二短調
P21小節間
251～328ジプシーの歌 ホ短調 ホ短調 ホ短調
P30小節閻
329－360闘牛士の歌 ホ短調 へ短調
　激しい転調がこのオペラの興奮と不吉さを思わせる
原曲の調性に対し，ほぼ一定の調性内に止まっている。
これは，フルートの音域の問題で，一番輝かしく映え
る様考慮されていると思われ，何か特別な配慮という
ものは見い出せない。これに対し，ヴ7イオリソの為
のサラサーテ作曲のカルメン幻想曲は，表に記した他，
「アラゴネーズ」「セギディ唱一リア」も全て原曲と同じ
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調性である。実際，原曲のオーケストラで生かされて
いるので当然だろう。サラサーテが拍手喝采ものの名
旋律しか選んでいないのに対し，ボルヌは，つい見逃
してしまいそうな小さなエピソードを拾い上げ見事に
変奏させて炉る。文脈とは無関係な並び方をしてはい
るが，絶妙な配列はボルヌのナペラの読み込みの深さ
を如実に語っている。
　非常に印象的な前奏（譜例1）は，原曲の各幕に現
れる運命のテーマをやや変型させたモティーフで，い
くらフルートの為のパラフレーズとは言え，悲劇的な
最期を遂げるカルメソを暗示した激しい導入となって
いる。（オペラでカルメソが最初に登場するのがこのモ
〔譜例1〕
PIANO
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CARMEN　FANTAISIE
　　‘or　flu1e　with　piano　accompanimen豊
FRANCO1S　BORNE
5
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ティーフの直後で，ちょっとしたやりとりの後ババネ　　を思わせているのに，やや音響的に弱いと常々考えて
ラへと続く。）フルオーケストラで鳴り響き，まるで雷　　おり，譜例2の様にオクターブ下を加えて補強する事
〔譜例2〕
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〔譜例3〕
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を提案する。
次に＠の休符の重要挫にも触れねばならない。譜例3
の様に原曲では合唱の合の手が入り充実している。伴
奏者がこの声を想像の中で聴き取る事で，この休符は
〔譜例4〕
緊迫感あふれるものとなろう。
　前奏でカルメソを紹介した後，17小節目から「もう
一度やり直そう」と懇願するドン・ホセのメロディー
に移り，二人の性格をはっきりと提示してしまう手腕
⑤一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sostettttto
（ゆ
?
〔譜例5〕
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F’“一一・．．．一．．一一．一．一一一：．一．．一．．一一．．．．t・
はすばらしい。
　41小節目からの運命のテーマでは，譜例4⑤の左手
のティンパニ音をどう表現するかで筆者の右足はペダ
ルの微調整の為，緊張で固くなる。
　即ち，この2つの音がつながってしまっては（右手
のトレモロの為，ペダルは踏んでいる）不吉なフルー
トの増2度の効果を間延びしたものとしてしまうし，
切れすぎては，あまりに響きが乾いてしまうからだ。
心臓の鼓動の様に，遠くで，冷たく正確に，▼しかもや
や余韻を残すペダル裁きは永遠の課題である。◎もオ
クターブ下げた方が厚みが出よう。
　71小節目からは，ミカエラがホセに母親からの言伝
を歌っている部分であるが，この愛らしい旋律をこれ
でもかと言わんばかりに変奏する聞かせ所。（譜例5）
しかし，元のメロディーはピアノ部分にくっきり残さ
れており，単なる和音付に終わらぬ様配慮する。
　村の青年達の歌からババネラへのつなぎは，レチタ
ティヴォを除き，原曲通りである。サラサーテの同名
の曲でのハバネラの扱いでは，譜例6の如く，重音が
可能なヴァイオリソの伴奏はトゥッティで補強すれば
良いだけであるが，譜例7のフルートは⑥でわかる様
に伴奏で和声感を補佐する形となっており，楽器の特
性で伴奏の役割，支え方が大きく変わってくる事がわ
かる。
　いよいよジプシーの歌であるが，サラサーテの場合
この曲を最後として，息をもつかせぬ超絶技巧で聴衆
を忘我の境地へ導く為，ボルヌに比ぺて倍近い小節数
を持っている。ハバネラの際と同様に重音で奏される
為（譜例8），伴奏は主にリズム刻みに終始するが，（勿
論退屈ではない。漸次テンポを速め，強さを増してい
く計算が必要）フルートではこんなに楽しい合奏がで
きる。（譜例9）
　その後突入する闘牛士の歌は，テーマは全て伴奏に
任され，始めから変奏で奏される。
この部分もスコアを見ながらいくらでも音を厚くでき
るが，フルートの細かいパッセージをかき消さないバ
ランス感が必要だろう。この部分で伴奏者はアンサン
ブルの妙味を体験できる。ブレスト（譜例11）から最
後までのテソボの追い上げの駆け引きをこの曲程感じ
る事はない。劇的クライマックスを迎えんとして共に
対峙し，互いに冷静な計算の元に煽動し合い高め合う
為の，言葉を介さない音楽だけでしか伝達しようのな
い交感を実感する。
　最後に，最も尊敬するジェラルド・ムーア氏の言葉
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〔譜例8〕
　　　　Moderato t i ??
?「?? ??
轟盟
〔譜例9〕
staCCa’o　Seln1・re
〔譜例10〕
Allcgro　modcralo
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を持って本論を閉じる。
「演奏の時，お互いに考えることは，一人称複数の形
であり，彼らが思うことは，一つの声（音），一つのピ
アノでなく，一つの音楽なのである。それが合奏の真
の精神である。」
　　　　　　　　　おわりに
　今回の研究で以前にも増して強く確信した事は，伴
奏者の「音色」に対するこだわりである。一人で百人
分のオーケストラの代役をしなければならない事はよ
くある事だが，多種類の楽器音をピアノの上で再現す
る事は不可能である。しかし，想像の中でナーケスト
ラの音を聴く事ができれば豊かな響きは可能になると
思われる。
　綿密な下調ぺの上に自分の音色を養い育てるといっ
〔譜例11〕
た裏付けの元に機転を利かす一決して片手間にでき
る察ではない一これは伴奏者の責任であると思って
いる。
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